
提
　
言

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

個
人
の
寿
命
が
伸
び
る
な
か
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

な
身
体
を
維
持
し
、
最
後
ま
で
や
り
が
い
と
生
き
が

い
を
見
出
す
か
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
、
日
本
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
一
の

寿
命
、
個
々
人
の
健
康
の
実
現
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V

ID
-19

）が
発
生
し
た
。そ
の
感
染
拡
大
は
、日

本
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
、ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
注
１
）（
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
Ｄ
Ｘ
）の
遅
れ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
感
染
拡
大
を
防
ぎ
つ
つCO

V
ID

-19

と

共
に
生
き
る
「w

ith

コ
ロ
ナ
の
時
代
」
が
一
定
程
度

続
く
こ
と
を
念
頭
に
、
さ
ら
に
はCO

V
ID

-19

収
束

後
の
「post

コ
ロ
ナ
の
時
代
」
も
見
据
え
、

CO
V

ID
-19

を
契
機
に
進
み
つ
つ
あ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア

Ｄ
Ｘ
の
流
れ
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
経
団
連
で
は
、
２
０
２
０
年
７
月
に
提

言
「Society 5.0

時
代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ⅱ
─
Ｄ
Ｘ

に
よ
るCO

V
ID

-19

対
応
と
そ
の
先
の
未
来
」
を
取

S
ociety

5.0

時
代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ⅱ

（注１）全体像は提言「Digital Transformation （DX）─価値の協創で未来をひらく」（2020年５月19日）に記載

り
ま
と
め
た
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
は
提
言

「Society 5.0

時
代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」（
２
０
１
８
年

３
月
）と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
踏

ま
え
つ
つ
、
政
府
、
企
業
、
医
療
関
係
者
、
そ
し
て

国
民
が
取
り
組
む
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
し
た
。

Society 5.0

時
代
の 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
は

　

Society 5.0

時
代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
①
疾
患
に
な
る
前
に
予
防
で
き
る
、
②
一
人
ひ

と
り
の
身
体
・
健
康
状
態
に
あ
わ
せ
た
治
療
や
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
、
③
個
人
が
主
体
的
に
関
与
す

る
、
の
３
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
実
現
は
、

病
気
の
予
防
や
早
期
治
療
を
可
能
と
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
や
医
療
費
の
適
正
化
、
医
療
の
成
長
産
業
化

に
貢
献
す
る
。

　

政
府
も
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有
し
、
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等
、
デ
ー
タ
活
用
の
た

め
の
環
境
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
一
方
、
個

人
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
は
も
と
よ
り
、
個

人
が
デ
ー
タ
を
管
理
・
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
所
有
す
る
デ
ー
タ
を
連
携
す
る

方
策
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

─
Ｄ
Ｘ
に
よ
るC

O
VID

-19 

対
応
と
そ
の
先
の
未
来

副会長
イノベーション委員長
三菱電機特別顧問

山
やまにし

西 健
けんいちろう

一郎

審議員会副議長
イノベーション委員長
アステラス製薬会長

畑
はたなか

中 好
よしひこ

彦

イノベーション委員長
KDDI会長

田
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司
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が 

浮
き
彫
り
に
し
た
課
題

　

CO
V

ID
-19

の
発
生
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
国

民
の
自
発
的
な
感
染
予
防
や
活
動
自
粛
に
加
え
、
医

療
従
事
者
の
懸
命
な
対
応
等
を
通
じ
て
、
難
局
を
乗

り
越
え
て
き
た
。

　

一
方
、
日
本
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
課
題
も
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
個
人
と
保
健
所
、
医

療
機
関
同
士
の
デ
ー
タ
連
携
や
、
医
療
従
事
者
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
の

必
要
性
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

必
要
な
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　

本
提
言
で
は
、感
染
拡
大
を
防
ぎ
つ
つCO

V
ID

-19

と
共
に
生
活
す
るw

ith

コ
ロ
ナ
、CO

V
ID

-19

収
束

後
のpost

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
必
要
な
取
り
組
み
を

「
個
人
」「
医
療
介
護
提
供
体
制
」「
環
境
・
関
係
法

制
度
整
備
」
の
視
点
で
整
理
し
た
。

　

─
個
人
起
点
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
Ｄ
Ｘ

　

個
人
が
自
分
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
デ
ー
タ
（
注
２
）に
ア
ク
セ
ス

し
活
用
す
る
た
め
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド

（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）を
整
備
し
、
個
人
を
起
点
に
し
た
健
康
管

理
、予
防
、未
病
対
策
、治
療
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

（w
ith

コ
ロ
ナ
）

　

医
療
デ
ー
タ
や
健
診
デ
ー
タ
を
企
業
が
提
供
す
る

Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
連
携
し
、
医
師
関
与
の
も
と
で
活
用
す
る

こ
と
で
、CO

V
ID

-19

の
重
症
化
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
行
動
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
や
、
発
症
の
「
疑

い
」
を
高
い
精
度
で
検
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

（post

コ
ロ
ナ
）

　

Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
生
活
、
購
買
デ
ー
タ
等
の
ラ
イ
フ
ロ
グ

や
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
つ
な

げ
、
個
人
が
自
分
の
健
康
を
「
デ
ザ
イ
ン
」
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

同
時
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
、
人
の
身
体
や
病

気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
合
わ
せ
、
予
防
・
未
病

対
応
ア
プ
リ（
非
医
療
ア
プ
リ
）、
デ
ジ
タ
ル
療
法

（
医
療
ア
プ
リ
）を
推
進
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

─
医
療
介
護
提
供
体
制
の
Ｄ
Ｘ

　

CO
V

ID
-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
保
健

所
や
医
療
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
医
療
従
事
者
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
を

加
速
、
関
係
機
関
も
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
持
続
可
能
な

医
療
介
護
提
供
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

�（注２）ライフコースデータ：生まれてから亡くなるまでの健康・医療・介護に係るデータ

with コロナ post コロナ

新たな生活様式下感染拡大期 Society 5.0時代のヘルスケア

緊急事態宣言下の感染拡大期から、
ワクチン開発、あるいは収束までの
「新たな生活様式」下を想定

対COVID-19の観点からも
早急に着手・実現すべき内容を記載

COVID-19収束後を想定
ヘルスケア分野のDXをさらに進め、
Society 5.0時代のヘルスケアを実現

COVID-19収束後を見据え継続的に
取り組むべき、長期的な課題も記載

DXの推進

図表１　With/postコロナの整理

1「個人起点のヘルスケア」のDX

2「医療介護提供体制」のDX

3 DXに向けた環境・関係法制度の整備

AI問診 オンライン
診療

服薬指導 治療

健康
状態の
把握

予兆
発見

重症化
予防

図表２　必要な３つのアクション
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（w
ith

コ
ロ
ナ
）

　

現
在
、
医
療
機
関
の
１
割
程
度

の
導
入
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普
及
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
保
健
所
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
介
護
事
業
所
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
急
務
で
あ
る
。

（post

コ
ロ
ナ
）

w
ith

コ
ロ
ナ
下
で
時
限
的
に
導

入
さ
れ
た
初
診
を
含
む
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
恒
久
化
、
さ
ら
な
る
普

及
が
必
要
で
あ
る
。
医
師
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
と
対
面
診
療
の
双
方

の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
の

時
々
の
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

診
療
の
手
段
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

─
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
環
境
・

関
係
法
制
度
の
整
備

　

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
デ
ー
タ
を
収

集
・
連
携
・
活
用
で
き
る
環
境
・

関
係
法
制
度
の
整
備
を
行
い
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
や
治
療
薬
の
開
発

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（w
ith

コ
ロ
ナ
）

　

無
症
状
の
感
染
者
が
自
由
に
出

歩
く
こ
と
で
感
染
拡
大
を
も
た
ら

す
な
ど
公
衆
衛
生
の
維
持
が
危
ぶ

ま
れ
る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
公
衆
衛
生
確

保
と
個
人
情
報
保
護
の
あ
り
方
の
検
討
が
急
務
で
あ

る
。

（post

コ
ロ
ナ
）

　

個
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
Ｉ
Ｄ
の

整
備
、デ
ー
タ
の
標
準
化
、ラ
イ
フ
コ
ー
ス
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
た
め
の
法
改
正
や
制
度
整
備
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。企
業
は
、安
心
・
安
全
を

確
保
の
う
え
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
き
ヘ
ル
ス
ケ
ア

デ
ー
タ
を
活
用
し
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
医
薬
品
の
開

発
に
よ
り
、
社
会
に
新
た
な
価
値
を
提
供
し
て
い
く
。

w
ith

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、post

コ
ロ
ナ
に
お
い

てSociety 5.0

時
代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
を
通
じ
た
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
刷

新
が
必
要
で
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
係
る
全
て
の
主

体
が
こ
の
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
い

つ
ま
で
に
何
を
す
べ
き
か
を
意
識
し
な
が
ら
連
携
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
一
人
ひ
と
り
の
デ
ー
タ

は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
変
え
、あ
な
た
自
身
、大
切
な

人
、そ
し
て
次
世
代
の
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

　

経
済
界
は
、w

ith

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
も
感

染
予
防
策
を
講
じ
つ
つ
経
済
活
動
を
通
じ
た
国
民
生

活
へ
の
貢
献
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
な
身
体

を
維
持
し
最
後
ま
で
や
り
が
い
・
生
き
が
い
を
見
出

せ
る
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

動
画
「
経
団
連
が
提
唱
す
るSociety ₅.₀

時
代

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
は
？
」
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス

一人ひとりのデータを軸に
個人、医療介護関係者、政府、企業が連携し取り組みを進める

Individual Medical

CompanyGovernment

� �

� �

図表３　各主体（個人、医療介護関係者、政府、企業）がすべきこと
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